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フッ素置換基の電子的効果を活用する有機フッ素化合物の合成法を開発
し、有機半導体や医農薬として有望な化合物群の合成に成功している。

有機半導体および医農薬への応用を指向した
有機フッ素化合物の合成法
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有機半導体関連化合物 (E) 医農薬関連化合物 (P)

◆フッ素置換多環式芳香族炭化水素

◆フッ素置換多環式ヘテロ芳香族化合物

THFへの溶解度 (J. Ichikawa et al. Org. Lett. 2015, 17, 1126)
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◆含フッ素ヘテロ環化合物

◆含フッ素炭素環化合物

Difference 有機半導体あるいは医農薬へ応用できる有機フッ素化合物を合成します


